
ロータリーのマジック

Rotary Weekly Report 2025.4.3 Vol.30

THE MAGIC OF ROTARY

第2782回　例会プログラム 会　員　慶　事

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

会 員 慶 事

週報週報御殿場
ロータリークラブ

国際ロータリー
第2620地区

御殿場
ロータリークラブ
モバイルサイト

https://www.gotemba-rc.gr.jp/

次　回
４月８日の
例　会

★時之栖高原ホテル
★18：00
★観桜会　親睦活動委員会

●例　会　場／ＹＭＣＡ東山荘記念館　●開 会 点 鐘／12：30
●国 歌 斉 唱　●ロータリーソング／四つのテスト
●内　　　容／クラブラーニングファシリテーター３年間のまとめ

クラブラーニングファシリテーター

●皆出席／３月28日　齋藤礼志君
(ロータリー歴26年）

澁 谷 一

　本日は、冒頭から悲しいお知らせになります。
メンバーで46代会長をされました高村繁男さんが
３月20日に急逝されました。通夜、告別式に多くの
メンバーが参列され、最後のお別れをされたと思わ
れます。あまりにも突然で、第一報を聞いたときは
誤報と思っていましたが、本当に無念、残念でなり
ません。３月22日に大胡田幹事と弔問に行った際の
繁男さんは、お顔の血色も良く、声を掛ければ、今
にも起きてきそうな感じの寝姿でした。今回の件は、
家族の方が一番つらく悲しい思いをしているとは思
いますが、私たち御殿場ロータリークラブも繁男さ
んが残された大切なコトを守りながら、クラブの未
来へ向かっていきたいと思います。繁男さんは、例

会前後に窓際の椅子に座って、何かあると顔は怒っ
たような感じですが、実際は諭すように私や周囲の
皆に語り掛けてくれました。６０歳を過ぎても、そ
のようなアドバイスをしていただける方はなかなか
いませんので、これからも天上から見守ってほしい
と願うばかりです。
　本日は、豊山篤会長エレクト、勝又厚幹事エレク
トによるPELS報告になります。国際RCや地区は
色々と変化しているようですので、楽しみに聴きた
いと思います。
　すっかり暖かくなり、桜前線も速くなってきてお
り、４クラブ観桜会の頃には、葉桜になっているか
もしれませんが、繁男さん
の話をしながらの宴席もい
いのかもしれないですね。

会 長 挨 拶

会長挨拶は
こちら

※やむを得ず欠席される方は、午前９時50分までにご連絡下さい。
54名 49名 42名 85.71％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

欠席者（７名）

3/27の出席報告

3/5のメーキャップ

井上　元君　勝亦敦志君　勝又博文君　勝又　誠君
長島和彦君　嶋田康一君　髙橋隆造君

山﨑伊久雄君
勝間田太住君
柏原　大地君
勝亦　敦志君
神谷　高義君
勝又　　厚君

長泉ロータリークラブ
北海道Ｅクラブ
ワールド大阪Ｅ
北海道Ｅクラブ
北海道Ｅクラブ

PELS

３月５日
３月６日
３月９日
３月10日
３月12日
３月22日

司　会
長谷川雅也君

ソングリーダー
池上　司君

出席報告
柏原大地君

会員誕生日
神谷高義君
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勝又　英和

澁谷　　一
大胡田明寿

 今年度から名称がPETSより変更されたPELS（会長
エレクトラーニングセミナー）が、3月22日（土）伊
東西ロータリークラブのホストの下、伊東観光会館に
て開催されました。次期幹事、勝又厚君と共に“篤・
厚（あつ・あつ）コンビ”で参加して参りました。
　会場の中は多少肌寒かったものの外は春を感じさせ
る気持ちのいい快晴で、港に隣接している建物から見
る久しぶりの海の広がりは、とてもすがすがしいもの
でした。
　午前10時50分、予定時刻通りの点鐘にてPELSが始
まりました。壇上にて挨拶や講演をされる方たちの水
が流れるがごとき流暢なお話に、会場にて壇上に向か
い聞き入っていたはずなのに、所々記憶が飛んでいる
のはとても不思議な体験でした。
　小泉久司ガバナーや稲葉雅之ガバナーエレクト、ま
た両氏を通して伝えられる、2025－26年度RＩ会長、
マリオ・セザール・マルティンス・デ・カマルゴ氏の
伝えたいことは、『会員増強』一色のような感想でし
た。かなりの危機感の下、様々な活動方針や意識改革
などすべてのことが、この『会員増強』に向かってい
るようです。
　その中でも特に印象に残った言葉が、「クラブは成
長するか衰退するかのいずれかであり、安定した会員
基盤というものは存在しない」。すなわち、会員数の
現状維持は幻想であり、成長し続けなければ衰退する、
ということでしょう。これは会員数の問題だけではな
く、あらゆることに当てはまるような気がします。
　ところで、冒頭で紹介したPETSからPELSへの変
更にも見られるトレーニングからラーニングへの移行
は、ここ最近ロータリークラブ世界の中でよく目にす
ることですが、その点についての説明は，すでにいろ

いろな場面で説明し尽くされているのか、今回は触れ
られることはありませんでした。ですので、自分なり
に調べてみました。（AＩ頼みですが）
トレーニング：特定のスキルや知識を習得する。一方
向的に提供される。
ラーニング： 継続的な学習を指す。自らが学び成長を
促される。
　こんな感じでしょうか。このような変革にもロータ
リークラブの意識の変化が感じ取れる気がします。

〈次期幹事部会〉74名参加
講師：パストガバナー 地区ラーニング委員長
　　　浅原誠蔵様
〈就任前に幹事がなすこと〉
・MY ROTARYアカウント作成
　（豊富な資料、様々な情報収集）
・会長エレクトと共にクラブ目標、予算、活動計画を
たてる
・前任幹事とクラブ諸手続きの確認
〈幹事の責務、役割〉
☆クラブが効果的に機能するために支え、行動する
①会員同士の関係をはぐくむ（楽しく意義のある例
会）
・様々な親睦計画の立案
・新入会員へのフォロー、声掛け
・テーブルマスターを決め、なごやかに話し合い食事
をする
② 会員の増強をはかる（魅力あるクラブにする）
・目標数値を決める
・社会奉仕事業を通じて地域にアピールする
　公共イメージ委員会と提携
・若いロータリアンのフレッシュな意見を求める
③ 奉仕プロジェクトの実施
・クラブ独自の奉仕活動事業の計画（強味を発揮）
・グローバル補助金を活用した国際奉仕
・職業奉仕（倫理観、高潔性が問われる）
④ ロータリー財団の支援
⑤ クラブの全記録の管理、報告書の提出
　私共の在任中だけで様々なことを達成することは不
可能です。
　目標を立て継続性をもって、次にバトンタッチでき
るよう、会長を補佐し、各委員会と連携し進めてまい
りたいと思います。
　そしてなによりも会員の皆様、事務局のご協力がな
いと、できることではありませんので、どうぞ宜しく
お願い致します。

PELS報告

会長エレクト報告

幹事エレクト報告
会長エレクト

豊山　篤君
幹事エレクト

勝又　厚君


